
 

 

 

 

資料１ 
熊本地域公共交通計画事業一覧表及び令和３年度の取組 



熊本地域公共交通計画　事業一覧表

前期

Ｈ28年度～Ｒ2年度

後期

Ｒ3年度～Ｒ7年度

事業（1）

ゾーンシステムの導入

各種交通手段を幹線と支線に設定するゾーンシステムの

導入

・植木方面について、共同経営計画（第１版）に基づき、路線バス事業者が幹線の最適化（重複路線の見直

し・待ち時間の平準化）を実施
―

事業（2）

乗換拠点の整備

ゾーンシステム乗換拠点や地域拠点乗換拠点、鉄道駅

乗換拠点等における待合環境等の整備
・植木駅の駅前整備を実施（ロータリー及び駐輪場） P5

事業（3）

快速バス等の導入
ゾーンシステム乗換拠点等からの快速バス等の導入検討 ・熊本西環状道路（池上工区）工事（令和7年度完了予定） ―

事業（4-1）

公共車両等の走行環境の改善

バス専用（優先）レーンや公共車両優先システム

（PTPS）の導入拡大検討
・埋設物調査、交通量解析、電線共同溝設計に着手 ―

事業（4-2）

公共車両等の走行環境の改善
ボトルネック交差点の改良、バスベイの整備

・道路整備プログラムに沿った事業の実施

・新外工区、八反田工区等の用地測量など用地買収に向けた準備を実施
―

事業（5）

バス・鉄軌道等の輸送力の向上

大量輸送車両の導入や需要に応じた増便等による輸送

力の向上

・多両編成車両（超低床電車）の導入検討（市電）

・輸送需要に応じた折り返し運行の試験運行（市電）
P5

事業（6）

新たな路線の検討

桜町バスターミナル、熊本駅を活用した新たなバス路線等

の検討

・路線延伸、新規路線の運行

・共同経営計画（第１版）の中で、桜町バスターミナルから熊本駅への路線を延伸（平日179便→215便　Ｒ3.4月）

・通町筋、桜町バスターミナル方面を通らない熊本駅長嶺線(直行便)の新規運行を実施（平日10便、土日各２0便　Ｒ3.4月）

・利用状況に合わせた運行見直しや新規路線の検討を実施

―

事業（7）

バス路線網の再構築
共同経営を中心とした持続可能なバス路線網の再構築

・路線バス事業に関するデータを公表

・バス共通定期券の導入準備

・共同経営計画（第１版）の実施、変更実施

・共同経営計画（第２版）の検討着手

―

事業（8）

環状線（まちなかループバス等）の導入
各基幹公共交通軸を補完する環状線の導入検討

・熊本城周遊バス（しろめぐりん）の運行

・東バイパスライナーの運行

・まちなかループバスの試験運行

P6

事業（9）

輸送資源を活用した交通体系の効率化

需要規模に応じた効率的・効果的な運行（ダウンサイジ

ング等）
・ダウンサイジング等の検討 P6

事業（10）

公共交通空白地域等へのコミュニティ交通の導入

公共交通空白地域等にデマンド型の乗合タクシー等を導

入

・乗合タクシーのアンケート調査を実施

・公共交通空白地域対応のコミュニティ交通の制度見直し
P7

事業（11）

新たなコミュニティ交通の導入

地域の特性や実情に応じた新たなコミュニティ交通の導入

検討
・健軍地区におけるAIデマンドタクシーの実証実験を実施 P8ｰ10

事業（12）

バスロケーションシステム等の拡充

位置情報システム（ＧＰＳ）を活用したバスロケーション

システムやスマートバス停の拡充

・バスきたくまさんの周知

・バスロケの使い方周知

・乗換案内の利便性向上策を検討

―

事業（13）

市電ロケーションシステム等の拡充

位置情報システム（ＧＰＳ）を活用した市電ロケーション

システムやスマート電停の拡充

・スマート電停の拡充（熊本城・市役所前電停）

・デジタルサイネージで発信する行政情報や観光情報等に係る運用方法の検討
―

事業（14）

バリアフリー対応車両の充実
ノンステップバスや超低床電車（LRV）の導入

・ノンステップバスの導入を促進

・多両編成車両（超低床電車）の導入検討（市電）
―

事業（15）

電停のバリアフリー化（電停改良）
電停ホームのバリアフリー化（かさ上げ、拡幅等）

・商業高校前、健軍校前電停の設計

・辛島町、動植物園入口、通町筋電停の改良
P11

事業（16）

パークアンドライド（P&R）、サイクルアンドライド（Ｃ＆

Ｒ）等の拡充

パークアンドライド（P&R）、サイクルアンドライド

（C&R）、キスアンドライド（K&R）の整備

・新規Ｐ＆Ｒ施設の実証実験検討

・引き続きＰ＆Ｒ等の利用を促進
P11

事業（17）

交通事業者等と連携した利用促進

バス事業者・関係機関等と連携した公共交通利用促進

事業の実施

・公共交通利用促進キャンペーンの実施

・小学生等を対象とした出前講座の実施

・公共交通利用啓発及びアンケートの実施

・バス・電車フェスタ2021を開催

―

事業（18）

新しい生活様式への対応
新型コロナウイルスの感染リスク低減を図る取組の実施

・引き続き感染リスク低減を図る取組を実施

・消毒、換気、施設内アナウンス等、車内における感染症対策の実施

・混雑情報をホームページで公表（市電）

・時差出勤の促進

―

事業（19）

公共交通のシームレス化の推進
公共交通のシームレス化に向けたICT等の推進

・関係団体等の方々とMaaS勉強会等を開催

・熊本でのMaaS導入にむけての方向性や必要な施策等について整理
P12-13

事業名称 事業概要
事業スケジュール

今年度（令和３年度）の取組内容 項

実施中 検討・実施

実施中 検討・実施

検討・実施

実施中 拡大検討

実施中 拡大実施

実施中 拡大実施

実施中 拡大実施

実施中 拡大検討・実施

実施中 拡大検討・実施

検討・実施

実施中 拡大実施

検討・実施

実施中 拡大検討・実施

実施中 拡大検討・実施

実施中 拡大実施

実施中 拡大実施

実施中 拡大検討・実施

実施中 拡大検討・実施

拡大検討・実施

検討・実施



令和３年度の取組

事業 （２） 植木駅の駅前整備（ロータリー及び駐車場） 事業 （５） 折り返し運行の試験運行

＜設計コンセプト＞

〈送迎スペース〉

着手前 竣工

＜取組状況＞

１．朝夕のラッシュ時に安全に利用可能な送迎スペースを確保
２．車両導線と歩行者導線が分離された安全なロータリーを整備
３．十分な自転車収容台数を確保し、安全で利便性の高い駐輪場を整備

着手前

〈ロータリー〉

〈駐輪場〉

着手前

竣工

竣工

・最混雑区間（新水前寺駅前電停～味噌天神前）の乗車率が、１５％改善
（１１３％⇒９８％）し、全ての区間で１００％以下へ低下。

＜概要＞

・平日朝ラッシュ時の輸送需要に応じて、神水交差点及び新水前寺駅前電停で
の折り返し便を新設
・令和3年11月に約1ヶ月間試験的に運行を行い、効果検証を実施
・混雑緩和や待ち時間短縮の効果が確認でき、かつ利用者ニーズも高いことから、
試験運行中に確認できた運行面やダイヤ（便数）の課題を一部改善し、
令和4年4月から本格導入を行う予定

＜取組状況＞

【効果①】混雑緩和（乗車率の改善）

【効果②】待ち時間の短縮

【効果③】利用者満足度の向上（利用者アンケートより）

・朝ラッシュ時に新水前寺駅前電停を利用している人の約８割が市電を利用しや
すくなったと回答

・全体でも約５割が市電を利用しやすくなったと回答

・朝ラッシュ時の新水前寺駅前電停で、次の電車を待つ利用者が、１便平均
約８人⇒約３人へ改善（▲５人：▲６０％）

・ＪＲ到着直後の便においては、１便平均約１１人⇒約１人 へ改善
（▲１０人：▲９０％）

区 間 運行本数 乗車率

新水前寺駅前電停～
味噌天神前電停

19本 ⇒ 22本 113％ ⇒ 98％（▲15％）

河原町電停～
慶徳校前電停

9本 ⇒ 10本 105％ ⇒ 95％（▲10％）

【朝ラッシュ時（7:30～8:29）における区間別運行本数及び乗車率の変化】



・延べ運行日数 100日 ・1日当たり平均利用者数 327人
・延べ便数 3,700便 ・1便当たり平均利用者数 8.8人
・延べ利用者数 32,666人

令和３年度の取組

事業 （８） まちなかループバスの運行

＜利用状況＞ ※令和３年４月～令和４年１月末

（確定値：4～11月、速報値：12～1月）

＜主な効果と課題＞

１）効果
・65％以上の利用者が満足。主な移動の目的は、食事、買い物、娯楽。
まちなかでの回遊性向上に寄与
２）課題
・利用していない人の半分以上は、「ループバスバスを知らなかった」
と回答。認知度の向上等が課題。また、車両やのりばが分かりにくい
等の意見あり

＜令和４年度の主な取組＞

・スタンプラリーの実施などによる広報・周知の強化
・車両やのりばの視認性向上
・運行時間帯の拡充（拡充実施時期等協議中）

下通筋バス停（銀座通り）
を追加（R3年10月～）

運行時間帯を拡充
（R4年度予定）

車両やのりばの視認性向上
（R4年度予定）

▲使用車両（大型ノンステップバス）

▲運行ルート図

事業 （９） ダウンサイジングの検討

＜現状と目的＞

＜検討結果＞

＜今後のスケジュール＞

〇バス利用者の減少・大型バス運転士不足等に伴い、大型バスでの運行維持が難しく、廃
止を検討せざるを得ない路線が存在。

〇市内中心部のバス路線が廃止になっても、付近に他路線のバス停があるため、本市が定め
る「交通空白地域・不便地域」に該当せず、本市助成のデマンド型コミュニティ交通を導入す
ることができず、市民の移動サービスが低下。

〇バス路線を維持し市民の移動サービスを確保するため、バス利用の需要 規模に応じた運
行形態の最適化（ダウンサイジング）を検討。

パターン 利用状況 検討路線 運行区間 大型バス 小型車両

パターン１
朝、夕利用が多く

日中は少ない

路線①

市内中心部

⇔ 郊外部
８ １０.５路線②

路線③

路線④ 市内環状 ２ ３.５

パターン２ 全日一定の利用あり 路線⑤ 市内環状 ７ ６.５

パターン３ 全日利用が少ない 路線⑥
郊外部

⇔ 郊外部

(地域拠点間)

２ ２

（１）大型バス⇒小型車両運行へ転換した場合の「運行シフト数」の変化

（２）大型バス⇒小型車両 「運行経費（車両関係経費）」の変化

○車両購入費 ⇒ １台あたり 約150千円／年減
○燃 料 費 ⇒ 走行キロ１kmあたり 約70％削減
○車両維持費(修繕費等) ⇒ 車両1台あたり １年平均 約45％削減

・検討対象6路線のうち、１路線について令和4年度中に小型車両を導入予定。
・小型車両の導入効果・実効性等を総合的に検討し、バス事業者において、運行開始に向け
準備を進めていく。

・１便あたりの平均利用人数が概ね9人以下及び
収支率が低い路線を対象に検討

＜小型車両導入効果＞
・大型バス運行シフト数の削減による運転士の労務環境改善（休日・時間外勤務削減等）
・運行経費削減によるバス事業者の経営状況の改善
・バス路線の維持
・燃料の削減によるCO2削減



令和3年度の取組

事業 （１０） 公共交通空白地域対応のコミュニティ交通の制度見直し

①周知・広報の充実について
地域住民に向けて丁寧に周知・広報を行う

■乗り方講座を実施：地域住民向け
➣利用が少ない路線から順次実施
○乗り方講座の内容
・乗合タクシーの制度の説明
①利用方法 ②接続先の考え方 ③ダイヤ設定の考え方 ④運行休止基準 など
・マイ時刻表の作成・配布

▲マイ時刻表イメージ

予約便 発車時刻

1便 7:02 7:26 7:24

2便 7:57 8:21 8:17 8:33

3便 9:41 10:04 10:02 10:02

4便 12:06 12:24 12:30

1便 6:52 7:19 7:14

2便 8:06 8:23 8:29 8:34

3便 10:16 10:36 0:00 10:52

4便 12:06 12:23 12:30

1便 6:52 7:15 7:14

2便 8:06 8:26 0:00

3便 9:41 10:03 10:07

4便 12:06 12:23 12:29

土

曜

2・7ふれあいタクシー 乗　車

停留所
④ 平山南マイ時刻表 令和3年4月1日現在

■予約方法

　・ご利用には事前の予約が必要です。　※・12月29日～1月3日は運休となります。

　・１便と２便は前日21：00まで　３便～８便は発時刻の40分前まで

　・運行便ごとの予約時間までに、予約専用電話へ氏名・連絡先電話番号・乗車停留所名・便名

　　と乗降時刻をご連絡ください。
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駅
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松尾

乗り継ぎ停留所

平

日

到着予定

小島産交 松尾

10:50 10:47 10:40 5便 11:00 11:03 11:17
13:07 12:47 13:15 6便 13:15 13:18 13:32
15:14 14:47 15:15 7便 15:20 15:23 15:37
18:14 18:17 18:16 8便 18:23 18:26 18:40
11:50 11:41 11:39 5便 11:55 11:58 12:12
13:21 13:21 13:14 6便 13:26 13:29 13:43
15:11 0:00 15:14 7便 15:18 15:21 15:35
19:00 19:04 19:12 8便 19:13 19:16 19:30
11:35 11:34 11:33 5便 11:40 11:43 11:57
13:06 13:01 13:03 6便 13:12 13:15 13:29
15:12 15:09 15:03 7便 15:21 15:24 15:38
18:21 0:00 18:28 8便 18:30 18:33 18:47

080-5790-1106予約電話番号

平山南

■利用料金

　・１乗車あたり中学生以上／２００円

　　　　　　　　小学生以下／１００円（ただし、１歳以上小学生未満は保護者1人につき1人無料）

　　　　　　　　乳児（1歳未満）／無料
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乗合タクシー(乗換え)産交バス
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発車時刻
予約便

平

日

土

曜

日

祝

裏面
（帰り）

表面
（行き）

該当の停留所の
ダイヤのみを表示

■各区総務企画課・まちづくりセンターと連携した周知・広報を実施
■ささえりあと連携した周知・広報を実施
①チラシの設置（各区役所、まちセン、ささえりあの事務所）
②相談があった際の対応
③対象地域の集まり（自治会の集会など）があった際に、①・②を実施

○ささえりあの職員向けの周知・広報活動を実施
※ささえりあ向けの制度説明については、各区ごとの集まりがある機会などに
順次実施

＜実施状況＞ 西区管内 ： 1/18 実施（オンライン）
南区管内 ： 1/28  実施（オンライン）
北区管内 ： 3/2    実施（オンライン）

②運行便数について
地域及び事業者と協議を行う

③乗降場所の改善について
停留所の新設・移設について、地域と協議のうえ、柔軟に対応を行う

（事例紹介）２・７ふれあいタクシー（西区 松尾地区）
○地域ニーズ
現行ダイヤの第１便よりも早い便を運行して欲しい
○対応案
利用の少ない便のダイヤを変更し、利便性を確保

（事例紹介）畠口乗合タクシー（南区 飽田西校区）
○地域ニーズ
運行開始当初とは、集落内の世帯構成も変化しており、新たに停留所が必要な
場所がある（なくしてもいい停留所がある）。
○対応案
①集落内の停留所を新設する
②集落内の利用のない停留所を移設する
➣対象地域と対応を協議中

▲R3.4月～12月実績

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

便別利用回数 20 1 ― ― ― ―

便別利用割合 0.4% 90% 9% 0.4% ― ― ― ―

7:19 8:14 9:58 12:23

1 206

7:13 8:08 9:52 12:17

7:16 8:11 9:55 12:20

7:10 8:05 9:49 12:14

7:12 8:07 9:51 12:16

7:09 8:04 9:48 12:13

7:09 8:04 9:48 12:13

7:02 7:57 9:41 12:06

7:03 7:58 9:42 12:07

7:00 7:55 9:39 12:04

7:01 7:56 9:40 12:05

平日

1便 2便 3便 4便

6:56 7:51 9:35 12:00

小島産交 6:53 8:14 9:58 12:23

松尾 6:50 8:11 9:55 12:20

二町内入口 6:47 8:08 9:52 12:17

二町内公民館前 6:46 8:07 9:51 12:16

鬼塚 6:44 8:05 9:49 12:14

二町内四ツ角 6:43 8:04 9:48 12:13

百山 6:43 8:04 9:48 12:13

平山入口 6:37 7:58 9:42 12:07

平山南 6:36 7:57 9:41 12:06

平山中 6:35 7:56 9:40 12:05

年の神 6:34 7:55 9:39 12:04

岩戸 6:30 7:51 9:35 12:00

1便 2便 3便 4便
停留所名

平日

利用の少ない第1便の始発時間を26分早めて運行
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ピアクレスAIタクシー利用者数

（10/11～11/22）

利用者数 うち相乗り発生件数

令和3年度の取組

◼ 本年度、健軍地区周辺において産学官の連携によるAIデマンドタクシー（相乗りタクシー）の実証実験を実施

◼ 本年度の実証実験にの効果・検証を行い、次年度以降の取組の方向性について整理を行った

１.利用状況等

■利用状況（平日のみ、5日間単位）

6件
14件

2件 ０件

62件

6件

94件

125件

6件 8件

183件

19件

期間中
利用者数

延べ利用者数 相乗り発生数

アプリ 電話 合計 相乗合計 日当最大

177人 122件 362件 484件
41件

(8.5％)
8件

■利用者数

右肩上がりに
利用者数が増加

２.利用者の特性（アンケート調査）

■年齢階層

■利用目的

■日頃の移動手段

■運行期間・運行時間

令和３年10月11日(月) ～ 11月22日(月)  平日8時 ～ 20時

15

AIデマンドタクシー実証実験の期間中利用者（177人）に実証実験の
事後調査（アンケート）を実施、うち71名から回答

発着地の合計で１番多かったのは若葉（市電健軍町周辺）

■発地・着地間トリップ

※２回以上利用した方は84名（47％）

事業 （１１） 健軍地区におけるAIデマンドタクシーの実証実験

10/11
～10/15

10/18
～10/22

11/1
～11/8

10/25
～10/29

11/9
～11/15

11/16
～11/22



令和３年度の取組

３. アンケート、ヒアリング

良
い
点

⚫ 数回利用したが、外出や触れ合う機会が増えた

⚫ スマホで時間指定して予約もできるので便利

⚫ 相乗り乗車を初めて経験したが、新鮮で良かった

⚫ 運賃が安くなるなら相乗りでも利用したいと思う

改
善
点

⚫ 中心市街地エリアでの運行、夜遅くまでの運行、土日運行、2～3日前
からの予約についても対応して欲しい

⚫ ID、PWの入手方法やアプリの利用方法がわかりにくかった

⚫ 知らない人との相乗りには抵抗がある

⚫ AIデマンドタクシーを知ってもらうには時間がかかると思う

■項目別評価

４.効果・検証

① 実施エリア・運行時間等の条件変更に再確認

・市中心部 → 相乗り発生率も高く、収益が見込まれる
・市郊外部 → 利便性の高い移動手段の導入が求められている

② アプリ等の使いやすいさの向上

本人登録の簡素化やアプリの操作性向上など、使いやすさを追求

③ 利用者やドライバーの不安解消

事前に相乗りする相手の情報がわかる仕組みの導入

④ AIデマンドタクシーの認知度を向上

長期間の広報や実証実験により、AIデマンドタクシーの認知度を向上

５.次年度以降の取組方向性（案）

■利用者・非利用者意見

■タクシー事業者

良
い
点

⚫ タブレットの利用も慣れれば運行に支障はない

⚫ 相乗りにより、１台の車両での効率的な運行を体験できた

改
善
点

⚫ アプリに表示される到着予定時刻内に到着できないこともあった

⚫ 相乗りは、他人同士の乗車となるので、トラブルが発生しないか心配

✓ 利用者の約半数がリピータであり、実験期間の後半では利用者が多かった

✓ 利用者の日頃の移動手段は、「自動車」や「自動車による送迎」が約３割を
占めており、車利用からの転換も多かった

✓ 利用者の総合評価では、「非常に良い」、「良い」の合計が95％を超えており、
今回の実験に対する評価は非常に高かった

✓ 一方で、エリアや時間帯の拡大といった不満や改善の声もあり、利用者ニーズ
や運行面の再確認が必要である

✓ 相乗りに前向きな意見もある一方、不安という声もあった。事前確認制度や相
乗り発生率を向上の取組を行い、相乗りの許容度について再確認が必要

✓ 実験に不参加の方も、AIデマンドタクシーの必要性はあるとの回答が多数

✓ 登録方法や広報周知を工夫し、潜在的な利用者をいかに増やすかが重要



令和３年度の取組

事業 （１１） 新たなコミュニティ交通の導入

【目的】
■既存の空白・不便地域対応の乗合タクシーでは対応できない、地域の移動ニーズに対応した新たなコミュニティ交通の可能性を検討する。
【運行のイメージ】
■運行エリアの設定
１．対象住民は参画する地域の住民：参画地域エリア
２．地域住民が日常生活に必要な資源（店、病院など）をカバーできるエリアを設定：運行エリア
３．２の運行エリアを超える地点に目的地を設定することも可能（特定乗降所）

■運行エリア内での乗降は自由（面的な移動を可とする：ドアツードア）
■運行エリア外での乗降は特定乗降所のみとする（面から点：特定乗降所間の移動は不可）
■運行エリア内での移動と運行エリア外（特定乗降所）への移動は、利用料金に差を設ける

▲既存制度 ▲新制度

運行エリア
（空白地域）

病院等への
経由を考慮

最寄りの
バス停等

運行エリア
（参画する地域が設定）

参画地域エリア
（空白地域を含む
こともできる）

バス停等の他に特定の
乗降所を数か所設定可

（地域拠点等）

運行イメージ

【課題】
■運営体制をどうするか←地域・運行事業者・行政の3者がどのような役割を担うかが大事
■運行日・便数・ダイヤ・接続先など運行の内容をどう設定するか←収支バランスをどうとるかが大事
■利用料金をどう設定するか（運営資金をどう確保するか）

【R4年度の取組(案)】
■移動ニーズに対する地域住民の要望があっている南区において、Ai技術を活用した乗合タクシーの実証実験を検討する。



令和３年度の取組

事業（１５）電停のバリアフリー化（電停改良） 事業（１６）パークアンドライド(P＆R）、サイクルアンドライド(C＆R)等の拡充

〇電停の拡幅やかさ上げ（マウンドアップ）といったバリアフリー化（電停改良）
を実施し、誰でも安全に利用しやすい環境を整備するとともに、乗降時間の短縮
等による定時性、速達性の向上を図ることで、公共交通の利用促進を目的とする

〇R2～R3年度にかけて辛島町、通町筋、動植物園入口電停の改良を実施
〇R4年度には商業高校前電停の改良を実施予定

〈辛島町電停〉

〈通町筋電停〉

〈動植物園入口電停〉

着手前 竣工

着手前 竣工

着手前 竣工

＜概要＞＜概要＞

＜取組状況＞

２）植木バス停周辺におけるP&R、C＆Rの社会実験の実施

〇連携中枢都市圏構成市町村ごとにP＆R実施箇所付近で啓発活動を実施
〇P＆R実施箇所にて啓発用チラシの配布等を行い利用者の増加を図る

１） P＆Rの推進のための取組

〇乗換拠点や交通拠点において需要や特性に応じて整備を行い、利用者の利便性の
向上のほか、公共交通への利用転換や自家用車流入抑制によるバス路線等の定時
性・速達性の向上を図ることで、公共交通の利用促進を目的とする

＜取組状況＞

〇市有地を活用した地域との協働によるパーク&ライド社会実験を検討

〇実施期間⇒R４年４月～R５年３月（１年間予定）

〇台数⇒定期利用・一時利用駐車場：９台ずつ（計１８台）
駐輪場：バイク10台、自転車30台

植木バス停周辺地図

今後の展開
社会実験の状況
を踏まえ、公共用地
等を活用したP＆R
について、施設拡充
等の可能性を検討

実験計画地



令和３年度の取組

１. ＭａａＳ（マース：Mobility as a Service）概要 ３. アンケート調査

⚫ 地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での
移動ニーズに対応して、複数の公共交通やそれ以
外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予
約・決済等を一括で行うサービス

⚫ 観光や医療等の目的地における交通以外のサー
ビス等との連携により、移動の利便性向上や地域
の課題解決にも資する重要な手段となるもの

（出展：MaaS 井上岳一他、日経BP社 2018年 P21）

■MaaSのイメージ

▲出展：国土交通省資料

45.3%

16.2%

33.0%

30.6%

18.3%

14.8%

10.6%

23.0%

6.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

複数の移動サービス（路線バス、市電、熊本電鉄、JR、タク

シー、カーシェアなど）に対応した経路検索サービス

経路検索時に移動サービスの予約や料金（運賃）の

支払いができるサービス

複数の公共交通を利用すると運賃が割引されるサービス

公共交通の運行情報や車内の混雑状況がわかるサービス

一定額を毎月支払うと市内の公共交通が

乗り放題になるサービス

AIにより予約状況に応じて予め定められた目的地まで

最適な運行ルートを走る公共交通サービス

目的地で発生する予約や料金の支払い

（例：飲食、映画、観光施設など）が事前にできるサービス

複数の移動サービスに対応した乗車券に、

飲食店や商業施設で使える割引特典などを付加したサービス

その他 複数回答、母数=2,222

■ 将来使ってみたいサービス

■将来的に使ってみたいサービス

19.2%

24.9%

44.6%

33.4%

8.6%

9.4%

1.4%

23.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

買い物・通販・ECサイトと連携した、買い物ができるサービス

宿泊施設・体験などの予約が可能なサービス

食事や体験、買い物などの割引特典があるサービス

熊本市内だけでなく、九州各地で利用可能な観光・交通案内・

経路検索サービス

一定額を毎月支払うと、公共交通が乗り放題になるサービス

月に複数回、ホテル・旅館等が利用できるようなサービス

その他

特になし（既存のサービスで問題ない）
複数回答、母数=1,541

① 市民アンケート調査

② 観光客アンケート調査

２.ＭａａＳでできること

例えば、
検索が便利に

今は・・・？

検索したら鉄道かバスを使
うルートしか出てこない

MaaSを導入すると・・・

鉄道やバスだけでなく、タクシーや
カーシェア、シェアサイクルなど、
利用したい交通手段を選んで検索で
きる！

例えば、
予約が便利に

新幹線はJRのサイトで予約、
駅に着いたらタクシー会社
を調べて電話で配車を依頼

利用したい交通手段を選んで予約ボ
タンを押すと、最適な時間で新幹線
もタクシーも一括で予約できる！

例えば、
決済（支払い）
が便利に

鉄道やタクシーに乗るたび
料金を支払い
定期券は「市電は市電」だ
け、「バスはバス」だけ

予約した時点ですべての決済が事前
に完了！
定期券が市電もバスも、シェアサイ
クルにも共通で使える！

１つのアプリ・HPで全部できる！

MaaSで、他にも
こんなこともでき
るかも

観光施設の入場チケッ
トもアプリの中で購入

飲食店の割引券が配
信アプリから予約

利用者の好みに合っ
た最適な観光ルート
の提案

事業 （１９） MaaS導入に向けた方向性の整理等



令和３年度の取組

６. ＭａａＳ勉強会とりまとめ

７. 熊本でのＭａａＳ導入の進め方５. 熊本版ＭａａＳミライセミナー

▲パネルディスカッション

▲有識者による基調講演

４. 熊本版ＭａａＳ勉強会

▲関係機関との意見交換 ▲若者（学生）から発表

ウォルターさん アメリカ
ザイツさん ドイツ
イ ヨンス さん 韓国

▲外国の方へのヒアリング▲他都市事例の紹介


